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地震発生以来街頭募金活動への参加者：４３３人
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絆
地域づくりをすすめる拠点

ふれあい・いきいきサロンは、ふれあいを通じて、地域住民同士のきずなを
深め、支え合う地域づくりの活動です。
地域の特色を生かして、住民同士が気軽に交流できる「憩いの場」「つながり
の場」として全国的に増え続けています。

・参加してもらうことで安否確認できる。
・参加者の健康状態を確認できる。
・おしゃべりの中で心配事、悩み事を聞きだす  
ことができる。

・サロンで友だちを作ることもできる。

・新しい福祉サービス等の情報も入手できる。
・無趣味の人には、新しい趣味を獲得させてい
くこともできる。

・生きがい対策や、介護予防になる。

以来、家族や地域社会における「絆」の大切さに今あらためて
気づかされました。その反面、誰のための「絆」なのか！とあらためて問われています。
　地域づくりは普段の繋がりの中で育まれてきました。震災後被災地の状況は様変わりし、新たな
コミュニティで情報が届くように、避難者同士の情報交換の場として「サロン」の開催で小さな繋が
りが出来始めています。

増加・多様化する生活ニーズ
にどう対応するか？

公的サービスだけでは、きめ細かく十分な対応は困難

家庭・地域社会の状況変化

隣近所や自治会等の「顔の見える関係」づくり

地域における「助け合いの仕組み」である地域福祉が必要

地域の福祉力

・少子高齢化の進展、核家族化の進展
　により家族機能の低下
・近隣・地域のつながりの稀薄化
・引きこもりがちな高齢者の増加
・障がいのある人が気軽に出かけられない

・見守り、声かけ　・相談、話し相手
・災害時の支援

「地域のきずなの必要性」

地域づくりをすすめる拠点

サロンを開催するだけでほぼ自動的に果たせる福祉機能とは

3.11 東日本大震災

サロンを開催するだけでほぼ自動的に果たせる福祉機能とは

3.11 東日本大震災

人と人の絆を強固に人と人の絆を強固に人と人の絆を強固に

「ふれあい・いきいきサロン」で、地域の絆ができる！「ふれあい・いきいきサロン」で、地域の絆ができる！「ふれあい・いきいきサロン」で、地域の絆ができる！「ふれあい・いきいきサロン」で、地域の絆ができる！

地域づくりをすすめる拠点地域づくりをすすめる拠点

「地域のきずなの必要性」
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美山地区社会福祉協議会
大倉サロン老止会

明治地区社会福祉協議会
花滝バラの会

木之子地区
社会福祉協議会
ももの会

お と め か い

社協がお手
伝いします

！
社協がお手

伝いします
！

社協がお手
伝いします

！

　「ふれあい・いきいきサロン」については何でも
お気軽にご相談ください。

　本所　☎６２－１４８４　 芳井支所　☎７２－１３６６　 美星支所　☎８７－４１４１
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「ありがとう！
ボランティア交流会」開催！

　災害発生時に備え、自主的に救援活動を希望する方を事前に登録し、迅速かつ効果的に救援活動が行える

ように、研修会及び訓練や情報交換会等に参加していただきます。

　皆さまの登録により、災害に強い地域を一緒に作りましょう！！

　　　登録対象　　市内に住所を有する個人および団体、企業

　　　　　　　　　登録しようとする年度の４月 1日現在、満１５歳以上の人

　　　　　　　　　ただし、未成年者の場合は保護者の承認を得た人

　　　登録方法　　登録用紙に必要事項を記入のうえ提出していただきます。

　　　　　　　　　※ 登録用紙は、井原市社会福祉協議会ホームページからダウンロードできます。

　

　　　　　　　　  《問い合わせ》井原市社会福祉協議会　　本　　所　☎６２－１４８４

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  芳井支所　☎７２－１３６６

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  美星支所　☎８７－４１４１

ご寄付のお願い
　井原市社会福祉協議会では、市民の皆さ

ま ( 個人・法人等 ) から、金額の多少を問わ

ず、年間を通じて寄付金をお受けしています。

　寄付金は、地域福祉推進のための日常生

活用具貸与事業でのベッドや車椅子の購入・

交流会開催など、非常に大きな役割をはた

しています。

　また個人の方の寄付金につきましては、

従来の所得控除制度に加え、平成２３年１月

１日から新たな税額控除制度との選択適用

が受けられるようになりました。税額控除は、

それまでの所得控除制度に比べ、小口の寄

付についての減税効果が大きいのが特徴で

す。さらに、市県民税も控除対象となります。

　皆さまのあたたかいご寄付をお願いいた

します。

　　《問い合わせ》

　　　井原市社会福祉協議会　本所総務課

　　　　　　　　　　　６２－１４８４

～東日本大震災復興支援～

　地域で活躍されているボランティアの方々に、日

頃の感謝の気持ちを込めて交流会を開催します。こ

の交流会が、ボランティア同士、地域と地域の「絆」

を深めていただければと思い企画しましたのでぜひ

ご参加ください。

　日　  時　　３月２３日　金曜日

　　　　　　  １０：３０～１５：３０

　場　  所　　井原市芳井生涯学習センター

　参 加 費　　無　　料

※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでのご

　来場にご協力ください。

災害ボランティア事前登録始めます！！
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平成24年度 奉仕員養成講座受講生募集！平成24年度 奉仕員養成講座受講生募集！平成24年度 奉仕員養成講座受講生募集！

平成
24年度
平成
24年度

6月～12月迄で月１回
【申込受付】 平成24年3月15日～

但し、定員（120名）になり次第閉め切ります。

【申し込み】各地区老人クラブ会長

　自立と社会参加を促進していくために、要約筆記・点訳・手話の奉仕員養成講座を開講！

要約筆記
４月～１月 ( 第１・３土曜日 )
１３：３０～１６：３０  　

手   　話
入門課程

４月～３月 ( 第１・３土曜日 )
１３：３０～１５：３０

点　　訳
４月～３月 ( 第２・４木曜日 )

１３：３０～１５：３０  　
手　　話
基礎過程

４月～３月 ( 第２・４土曜日 )
１３：３０～１５：３０

　《問い合わせ・申し込み》井原市社会福祉協議会
　　  地域福祉係 ☎６２－１４８４　芳井支所 ☎７２－１３６６　美星支所 ☎８７－４１４１

 赤い羽根共同募金　募金総額 ９,０４２,３６０円
寄せられた募金は、岡山県共同募金会へ全額送金し、平成２４年度に井原市に配分されます。

平成２３年度事業
《地域福祉事業》

　市社会福祉大会開催　地域力パワーアップ講座開催　社協だよりふれまち発行

　共同募金活動強化特別支援事業（いっちゃんクッキー）

　地域福祉推進特別事業（トントン！と～とバッグプロジェクト）　

　ふれあい・いきいきサロン交流会開催　給食サービス、災害見舞金他

《ボランティア活動事業》

　ボランティア交流会開催　ボランティア協力校　ボランティア団体助成

《施設・保育園・ＮＰО配分事業》

　市内福祉施設等助成

～ご協力ありがとうございました～

【問い合わせ】いばらサンサン交流館
　　　　　　　　　　　☎６２−６１００
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相談内容 日　　　　時 内　　　　容

ふ れ あ い
福 祉 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00
日常生活上の心配ごと・
悩みごとなどあらゆる
相談

法 律 相 談

４/３㈫・4/17 ㈫ ・５/１㈫
13：00 〜16：00

法律上の難しい問題の
相談（財産・相続・金銭
貸借・境界等）1件 30分
以内事前に予約必要
予約先：井原市社会福祉協議会

３/21 ㈬　　13：00 〜16：00
【井原市社会福祉協議会美星支所】

療 育 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00

就学前の子どもたちに関す
る心配や悩みごとの相談

介 護 相 談
家庭介護や各種サービ
スに関する相談

結 婚 相 談
４/13 ㈮・５/11 ㈮

　13：30 〜15：30
結婚に関する相談

行 政 相 談

３/22 ㈭・４/12 ㈭・４/26 ㈭
５/10 ㈭　     10：00 〜12：00

【井原市総合福祉センター】

行政全般に関わる相談

（道路・住宅・公害）

４/19 ㈭・５/17 ㈭
9：00 〜11：00

【 芳 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー】

４/17 ㈫・５/15 ㈫
10：00 〜12：00

【美星農村環境改善センター】

ふれあい福祉相談センター
秘密厳守／相談無料 お問い合わせ、予約は

　井原市社会福祉協議会　☎62−1484

お問い合わせ先
　協働推進課 市民活動係　☎62−9508
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昭

亡
母  

芳
井
町
吉
井 

花
川
幹
二

亡
父  

芳
井
町
池
谷 

鳴
川
俊
治

亡
父  

福
山
市
加
茂
町 

向
田
美
代
子

亡
父  

美
星
町
黒
忠 

妹
尾
太
志

亡
夫  

美
星
町
宇
戸
谷 

定
家
芙
美
子

亡
母  

美
星
町
明
治 

金
高
早
苗

亡
父  

美
星
町
三
山 

張
谷
恒
男

亡
父  

美
星
町
三
山 

杉
原
和
馬

亡
父  

美
星
町
三
山 

山
岡
誠
二

亡
父  

美
星
町
大
倉 

廣
谷
憲
男

亡
父  

美
星
町
星
田 

稲
葉
雅
則

亡
母  

美
星
町
明
治 

澤
木　

功

亡
父  

美
星
町
東
水
砂 

森
岡
克
巳

亡
母  

美
星
町
星
田 

仕
田
原　

勝

亡
母  

美
星
町
明
治 

内
田
榮
一

亡
母  

美
星
町
黒
忠 

原
田　

匠

◇
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

美
星
町
宇
戸
谷　

岡
本
五
三

美
星
町
星
田　
　

竹
井
寿
賀
夫

美
星
町
黒
忠　
　

三
宅
波
子

美
星
町
星
田　
　

吉
實
ユ
キ
子

◇
福
祉
器
具
借
用
の
お
礼
と
し
て

芳
井
町
宇
戸
川　

西
田
義
文

芳
井
町
東
三
原　

大
福
康
之

芳
井
町
東
三
原　

小
倉
豊
久

芳
井
町
梶
江　
　

佐
藤
睦
子

芳
井
町
上
鴫　
　

山
田
章
吾

芳
井
町
池
谷　
　

鳴
川
俊
治

美
星
町
黒
忠　
　

山
田
正
之

◇
交
通
遺
児
福
祉
基
金
へ
指
定
寄
付

七
日
市
町　
　
　

㈱
明
乳
松
浦

◇
物
品
寄
付

井
原
市
内
郵
便
局

井
原
町　
　
　
　

野
田
敏
栄

井
原
町　
　
　
　

㈱
福
屋
本
店

岡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

芳
井
町
吉
井　
　

細
羽
良
子

芳
井
町
佐
屋　
　

花
本　

制

芳
井
町
吉
井　
　

大
平
友
恵

芳
井
町
吉
井　
　

花
川
幹
二

芳
井
町
梶
江　
　

佐
藤
睦
子

　

３
・
11
か
ら
１
年
過
ぎ
た
今
、

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
知
人

か
ら
お
礼
の
は
が
き
が
届
い
た
。

　
「
・・
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
中
は
た
く
さ
ん
の

ご
支
援
お
心
遣
い
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
へ
の
感
謝
を
胸
に
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

長
き
に
渡
り
、
お
心
に
掛
け

て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
自
宅

を
修
繕
し
、
不
便
な
く
生
活
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。・
・
」

　

少
し
だ
け
ホ
ッ
と
し
た
気
持

ち
に
な
っ
た
け
ど
、
ま
だ
ま
だ

大
変
な
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
う

と
風
化
さ

せ
な
い
よ

う
気
に
掛

け
て
い
き

た
い
と
思

う
。


